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データ入力システム
Data EntrY SYStem

コンピュータ システムで拉大のネックの--ノ)となっているデータ入力の分野で,

H-1740データ エントリ システム及びH-8959,H-8957光学‾丈乍誠収機を糊プ芭した｡,

前者はキー一入ノJの今月リヒを企l司したもので,5機椎のイ満成でその純ナナせにより多様

化する顧芥の要求に応こずるよう配収されている(=､また新Lい味付ことして,フロソヒ
ーー

テ■ィスクを採川している｡後一名一はキー入力を憐して,直接文字をri尤しみ収る装i‾㌫三で

あり,H-8959は手書き数ノよこまで拭えるが低地機であり,H-8957はナナ‡二き文ノj■二を‾笑

′j二二まで拡出しスピー｢ドアリブL7二高作能機である.､これらの機才三吉の伯二iEl三づけ,射う介と

何時にアプリケーーション例をホLた｡

t】 緒 言

コ ン ピュータにテ'-

ブが位佃されてきたが,
-一 ツー テープ,キー

ノ女びキー ツー フロリ

タを人力するために,カードや紙子ー

数年光二れに代わるものとLて,キ

ツー カセlソト,キー､ソー ディ スク

ビー チィ スクが脚光を桁びてきた｢)

また,光学文字読取機(以下,OCRと略す),光学マーク読

取機(以下,OMRと略す)のような直接入力機器も汁及Lて

きている｡現時点でのデータ人力システムの励l｢-jは,多様化

の‾方向に進みつつあるが要約するとi火のようになる｡

(1)オンライン化の伸一rり

CRT(Cathode Ray Tube)ナイスプレイ才子糾ミのように,

間介せ機能をもち､ライト ペンやキーー ボードでデl-一夕入力

を行なうもので,即叶件,問†ナせ機能を_屯視Lた場†十和効な

ノナ法である｡

(2)向柁人ナJの仲川り

ターーン アランドされる帳票そのものを機械的に読み取り,

コンピュータにデータを送るもので､OCR,OMRがこれ

に不‖ヂうする｡

(3)キー｢ボード入ノJ機器の郎Lし､もの/＼のりブレース

キー パンチから挿J述のような新Lし､テ㌧一夕人ノJ機器へのり

ブレースが盛んになってきているく一 帖に効率向__l二,分散人ブJ

への格子‾fがそのjjJブいである〔-)

本稿ではこの∴つグ)傾向グ)うち,後者2.噴について述べ,

臼_､ンニ与望作所の機器につし-て細介を行なう ものであるt,

臣l キー入力機器

2.1 キー入力機器の動向

新Lいキ【人ノJ機器へ格行する場アナ,次♂‾)ようなノ∴】二が配慮

されている｡

(1)現状のパンチ宅に帳票などを躾め,人プJする方法は変‾起

Lないが,騒‾打が帆く,デザインが良く､上二1_つ拭∩三什の出し､

機器にリプレー1スする.⊃

(2)パンチャの托〔]雉対策,デー一夕発_′とノ亡へ人力式什の分散

化のため,分散人力‾方∫じを抹用していく｡この傾向はて′卜後ま

すます強まるものと思われる｡

(3)入力デ【タの精度向上につし､ては,コンピュータへ入力

後,人ノJデータのエラーーが発見されることが多いか,これは

業務上大きな支節となっている｡このため,敵中なデー一夕 ナ
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ェソクは人‾ノJlて_那皆で行なわれることが望まLい｡

以上のょうな軋舷は,今後人力データが増すほど屯要にな

ってくるものとノ但われ､二拉j丘の蝕んなキーー
パンチリフ■レー

スはこれを滋付けている｡

2.2 日立H-1740データ エントリ システム

臼二､工彗t川一三所は前述の東川りにこたえるものとして､フロ･ソヒ
【

ディスクを記録媒体とLたH-1740データ エントリ システ

ムを発表Lた｡ニグ)システムは5機稚から格成されておI),

二の組子ナせにより境小人プJ,ウナ散人力枚び遠脂人力の3分野

に帖泣こく仙絹できる｡;欠にその概略を述べる(⊃

2.2.1 フロッピー ディスク

フロ･･ノピー ディスクは,IBM祉で｢ディスケ‥ノト+と称し

て先立ミされた媒†本であり,図1にホす.土うち･ノ1-･ケ,ソトの小

に磁1(コーーティ ングをLたマイラ塑望の門枇を収納L_たもので

ある〔ノ 77トラックあり各トラックは26仰のセクタをもってい

る｡収+淡いに仙利で,イi油川三の汚●古い耽体とLて終仰の分野で

帖ノユニく仙われよう とLているL_つ

2.2.2 各機器の仕様

システムの構成機旨註は次のとおりである｡

図l フロッピー デーィス

ク ー辺25cmの正方形の

ジャケット内に磁気円板が収

納されている亡｢カード約Z′000

枚のデータ記録が可能である.｡

*

臼_､二仁製作上叶小川りユ(‾｢場

71



794 日立評論 VO+.5了 No.9(19了5-9)

(1)H-174111データ ステーション

資材課,倉庫といった各部署に分散配置L,人ソJする場でナ

に過する｡

(2)H-1741-2デー一夕 ステーション

H¶174卜1に通イ‾さ子機能を付加したもので,遠隔地での人力に

適している｡ポイント ツー ポイント仁ミ送,オンライン伝送

が可能である｡

(3)H-1742-1複式データ ステ【ション

キー パンチリプレースに適し,集中人力方式に使用され

る｡1台で2名のオペレ【タが作業できる｡

(4)H-1747-1デ【タ コンバータ

_L記の機種で作られたフロソビー
チイスクをコンピュータ

に入力するため,このデ【タ コンバ”タにより磁与毛テープに

変放される｡また,逆に磁気テープからフロッピ【ディスク

への変換も可能であり,デ【タのf云送機能ももっている｡

(5)H-1713-1プリンタ

ニのプリンタは,H-174ト1,H-174ト2デ【タ ステーショ

ンと接続され,フロッピー ディスクの内容を印字できる｡

これら5機穐の概略仕様を表lに示す｡また,H-1741-1デ

表I H-1740データ エントリー システムの仕様 H-け40データ

エントリーシステムを構成する5機種により,各種の分野のデータ入力に適

する組合せが可能である｡

機 種 機 能 仕 様 概 略

H-174l-1

データ ステーション

l.一人用自立形入力機器

2.オペレータ用操作案内が表示

され非専門家が扱える｡

3.プリンタ接続により帳票作成

が可能｡

l.モード:エントリ,アップデー

ト ベリファイ

2.サーチモード:アドレス,内容,順

次内容,EOD

3.キー ボード:124キャラクタ

セット

(片仮名.数字,英字.記号)

4.プログラム:10レヘル

5.レコード長:20､128字可変

6.その他の機能

(= プログラム チェイニング

(Z)フィールドトータル

l(3)作業統計

(4)チェックディジットチ

エツク

Hl174ト2 lト1-174トlにデータ伝送機首巨を l.BSC方式による伝送

データ ステーション 付加Lたもの｡ 2･伝送速度:l′200.2.400BPS

l′ZOOBPS,2′400BPSで専 3.その他の機能は.H-174l-1テー

用,交換回線にて伝送可能｡ タ ステーションと同じ｡

H-174Z-1 l.二人用の入力機器 】.オペレータの操作指示,プリン

複式データ キーパンチ,べリファイヤの タ接続不可｡

ステーション リプレースをねらっている｡ 2ルコード長:20～80字

(付加俊構により128字)

3.その他については,H-174トlテ

一夕ステーションと同じ｡

H-174了-l l.テ一夕 ステーションで作られ l.ホッぺ スタッカ容量:2()枚

データ コンバータ たフロッピー ディスクをMT Z.変換速度:700レコード/分

に変換｡ 3.MT:800BPIPE,

2.MTからフロッピー ディスク l,600[iPIPE

への変換も可能｡ 4.ラベル:あり,なL共に可告巨

3.データ伝送機能付加も可能｡ 5.BSC方式による伝送

l′200,2′40DBPS

H-1713-l l.H-174l-l,H-】74ト2と接兼売 l.用紙幅:5--ほ川

プリンタ され印字可能｡ 2.文字数/行:】3Z字

3,印字速度:100字/秒

4.フォーマットコントロール:デ

一夕ステーションのフロログラム

による｡

注:MT=磁気テープ,BPlニビット/インチ,PE=位相変調

BSC=Blna｢y Synchronous CommunlCat10n,EOD=End of D∂ta
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図2 H▼174トlデータ ステーション キーボード,CRTディスプ

レイ.2台のフロッピーディスクドライブをもち,自立形の入力機器として

男､散入力に使われる｡

図3 H-174トlデータ コンバータ 20枚のフロッピーディスクを収

納L,フロッピー ディスクから磁気テープヘの変摸,逆変換を行なう｡

【タ ステ】‾ション,H-1747-1データ コンバータの外観を図

2,3にホす｡

2.2.3 特 長

機器の仕様は表1に示したとおりであるが,主な特長を次

に述べる｡

(1)データ ステーション

(a) 多種類のモ】ド

エントリ,アップデⅥト及びペリファイ以外に4桔のサ

ーチモードをもち,入力機器として十分な機能をもってい

る｡

(b) レコ【ト長の自由度

フロ､ソピー ディスクのラベル欄にレコード長を書き込む

ことにより,20字から128字まで自由に可変できる｡また

プログラム レベル10種を鎖のように結ぶプログラム チェ

イニングにより,最高1,280字まで拡張できる｡

(C)ペリファイの省略

デ【タの什格によるが,フィールドトータル機能,チェ

ック ディジットの活用によりペリファイを省略し,入力作

業を効率的にすることができる｡

(d)帳票の作成

入力と同時に帳票印丁子二が叶能｡



(e)静かな機械

(2)デrタ コンバータ

(a)i軋連な盤根

如分700レコーードの変椎速度をもち,同柿の他社機に比

べ2倍以Lの通性である｡

(b)チーターム送とプーリンブ

ナ【タ†去送機能により,糾也から送†.一言されるデー一夕を磁

ユtテrプにプ∽りング(小岩デー,タを袈めノく二王lとのテ∴タにま

とめることを指す)することができる｡

2.3 H-け40データ エントリ システムの適用例

キ【パンチの業務分野で†が口できることはもちろんである

が,その他の適用例について述べる｡

(1)紙テ肝プの代替

これまで紙テープをイ出田してきた業務では,カードのよう

にレコード艮が同定されず,可変技であり,またレコ∽ド良

も長い｡-一例として図4に示す昧票人力(7)場合について説明

する｡この場合,プログラムを4梓使用しプログラム チェイ

ニングを行なうことにより谷易に入力できる｡プログラムの

例を図5に示す｡プログラム1は図4の帳票の最初の行の入

プJのためのものであり,プログラム3は2行Hから6行目の

納品書No. )王

No. 注 文 No, 品名コード 品 名 数量 単 価 金額

l

1

2

つ
1

4

5

図4 帳票の例 最上部見出Lと下部データ部で二つの入力フオ‾マット

があるt)

プログラム1 NN･……‥N‥…･‥･N‥･･ …‥･マコココココココE
3

プログラム2 **ノウヒンショNo一*ネンガッピ*チュウモンコード*チュウモンシヤメイ*

プログラム3 NN…･‥…N‥‥･･‥‥マココココココココR=‥‥R‥‥‥R‥‥=E 3

プログラム4 *Na*チエウモン仙*ヒンメイコード*ヒンメイ*スウ】jヨウ*タンカ*キンガク*

図5 図4の帳票のためのプログラム プログラムl･3はフオ‾マ

ット制御用プログラムで,プログラム2,4はオペレータヘの操作指示70日グ

ラムである｡

010 1

15450 トラ

N N OlO Ol

ヒンメイ

トラ //////

E R

図6 CRTディスプレイ上の表示 下部に現在入力中のフィールド

名が表示され,フィールドデータも表示される｡

データ入力システム 795

人ブJのためのフ､ログラムであり,プログラム2と4は終1,

3の拭作ナ托ホプログラムである｡拙作指ホとして図6にホす

よ-うにプログラム小で*で凹まれた十方封之がCRT下洋糾二表‾ホ

される〔)プログラム1のj】之終位置に3とあるのは,プログラ

ム1を仙った人プJかうーこ了Lたとき,プログラムを日動的に3

にりJり伴えるための指ホである｡プログラム3の‾始終欄には

3.と槻1正されているため,あとは【7し■ログラム3によって人力

が続けられる｡このようにすることにより､紙テープ パンチ

によっていた作業は人帖に改発され,能率の1:い､人力をイfな

う ことができる｡

(2)エラーー デー一夕の修正

--+暇に,コンピュータでは人力きれたデータをチエIソクし

ェラrがある場合,二のデ【タをプリントLてパンチ三三に返

却している｡パンチ室では,この怖手技を手掛りとして伝票を

調べ再パンチを行なっている｡二の作業をfナ理化するために

は,図7に示すようにコンビュrタからプリントすると同時

に､エラーデータを磁気テープに出力し,H-1747‾1デ‾タ

コンバ【タでフロッピM ディスクに盤根する｡こうすること

によって,フロソビ爪 ディスクに苦かれたデータのうち,誤

っている 一部だけ帽正してコンビュー一夕に再入力できる｡

(3)ノ乏注伝票の作成

′乏注メモをふて,コンピュータへの人力デー一夕を作成し,

一石叩寺に仁三票を作成する場′rナの業軌二は図8に■ホすように,箭

2フロlソピー ディスクをマスタ ファイルとLて利朋するプJ一

法が有効である｡すなわち,顧客コーードだけ人力し,サ‾子

を行なうことにより,CRTディスプレイ上に顧客コード

顧客ホ,枚ひ≠司ti三析を表ホきせる｡二れを節1フロツビ‾‾
デ

ィスクに記会長L,次にト1‾占名コーードを人力する｡二のデー‾夕で

打ち2デト乙クをサrチすることに､より,品幻コート･～‾占飢ノ女

び巨州1iを衷ホさせ,政一礼 金額を追加入プJする｡二のデ‾‾タ

も前出IiiJ様節1フロ､ソピー ディスクにiキき込むことによりデ

ータ人力が尤イする｡ノ
ブリント モードを選択することにより

仁ミ票はプリントされる｡また,旭仁子モードを選ぶことに･より

節1フロッビー チィスク叫ブっ谷は小一火に仁七逆される｡

日 直接入力方式

3.1直接入力方式の動向

コンビュー一夕にデ】タを人力する段隅を名‾えると,

エラー内容
プリント

エラー内容を
MTに出力

l
H--17471

データ コンバータ

l

O
n
-
-

H1741･1

データステーション

再入力

フロッピー 磁気テープヘ H‾17471

ディスクヘ変換 変 換 データコンバータ

･･････････-エラーデータのみ修正･････一-
O

〔

図7 エラー データ処王里 CPUからエラーデータを磁気テープに出

力することにより,エラーデータ修正はエラー文字の修正でよく,大幅な能率

向上となる:=
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○ 第2ディスク

∩...(銘品名マスタ)

受注メモ

l

CRT

I

l

芸竺;伝送一rO
n
I

顧客コードキー入刀

I
サ‾チ

CRT 顧客コード,顧客名,

l住所表示

○_ 第1ディスク書込み

∩

品名コードキー入力

サーチ

品名コ¶ド,品名,単価表示

数量,金額キー入力

第1ディスク書込み

伝票プリント

図8 受注伝票作成処理 第2ディスクをローカルファイルとして利用

することにより･キーの操作回数の低減を図っている｡

(1)データの発′i二

(2)発勺‾ミLたデータの.書+真読

(3)デ=タをコンヒュータへ人ノJ吋能な脚本へグ)射負

(4)変推されたデーー一夕の十_Lソク

(5)デー｢タのご涜取り

に分けJ〕れる｡ニク)工柑の巾で,キ【人力の場でナ拉もネック

になっている部分は射粂の‾l二村である｡デ【夕人ソJの方法を

一卜帥汁ける要Ij+とLては,

(1)†ヱi(好㌻仁一ミ柴一コンヒュ一夕に人力するまでの刷り仙スヒート

(2)コンヒー1一夕に人ノJきれるデータの乍′ト人力デー一夕の椛性

(3)コスト

があるrっ キ=入ノJグ)暢†㌣,データの精度についてはペリファ

イという称美左l柑空向_【二のノブ･式が確立され,且つう上前Lてい

て1'土田のデータ人力が仰･批される｡LかL,コスト,スヒー

トの∴【Jては,人一千に細るた･めこのノ1-二てのメリットは失なわれ

つつある｡

OCRやOMRを利用したチータ人力の_L札をは,記鎚され

た文`j■‾:やマーク帖報を直接読み耽るため,デーーータ変換の工程

はイく′-∠､紫となり,それだけスヒードアlソプとコストの附こ減が

吋能となり,効率グ)出いデータ人力システムが構成できるが,

次のような問題を丹んでいる｡

(1)ocR,OMRでのデータ人力をJ捕捉とLた場†ナ,デ【

タの記録,取拙小のf立脚ではキー パン千人力と比較して制

約粂什が多い｡

(2)人プげ一夕のチェックを行なう場介,キー パンチのペリ

ファイのような-一般的なチェック システムが確_)工されていな

いため･アプリケ【ションに′ナわせてチェック システムを巧∧
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図9 日立製作所のOCR開発状況 最近の傾向とLては,汎用性に

富んだページリーダが主力となっている._.

J+之1宣座1萱適

獅丁ラ

Z且岨

釘死m

旦坦但旦直1モ坦吐出

訂獅柄盲一所派
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良し､例 悪い例

馴字ずつ離すq[工瑚[]コ頑固

②線を閉じるり匪Ⅰ至匡回匿匪書垣国

③馴を付けないD匡匪巨回匡医醐

手書き基本ルール

図10 手書き文字標準字体及び書き方基本ルール 英文字の場合,

他の文字と紛らわLいものについてだけ飾りをイ寸けて区別Lている｡

える必要がある｡

克㌫珪の帆JりとLては,OCRの認識柁術の進歩と附則+路

(IC)メモリなどのIC托術の進Jレと和まって､初期のOCR

に比べて数f父性れたコスト バクォーマンスをもったOCRが

作ノ〕れるようになった｡またデータ入力一山場を耽り圭く環境粂

什(′訓即朋分力のイこ足,データ入ブJ音字用グ)増人)の変化が契機

となり,OCRが見向され,今までOCR化されていなかっ

た新しい分野にもOCRが付わjLる傾l｢りがうかがわれる(,

3･2 日立製作所におけるOCRの概要

OCRグ)主なアプリケーションは,ターン アラウンドとデ

ー1タ ギャザリングの∴とおりに大別できる｡ター1ン アラウ

ント業務におけるOCRの利梢形態は一郎巨,馬油のドキュメ

ントリ【ダに･よりほぼ確立されている｡二れに対Lて,デー

タ ギャザリングの分野におけるOCRの利用はまだ未開抑

で,それだけ問題も多いが,OCRの利用を山ヂるためには

開拓しなければならない分野でもある｡

デ▼タグ)発生時∴1･･二でOCRで読み取る仁こ票を起票し,これ

をOCRで処理するデータ ギャザリングの業務に他月1する

OCRは,一一般に処岬逆性はそれほど払垂件を要求きれなし､が,

(1)下書き史′テ:の読み取りができる｡

(2)ノi神官∴F休の制限が少ない｡

(3)帳票フォーーマットの日出性が多い｡

など越r什卜の制約が少ないことが要求される｡

このような要求に答えるため開発された機和が, H-8959形

OCR/女びH-8257/H-8957形OCRであり,図9に開発状況

を′Jミす｡

H-8959彬OCRは紙価格の小形汎川のOCRであI),



H-8257/H-8957形は,H-8959♂)10†.ヤの処⊥叩極性をもつ!7■Ji辿汁L

トHク〕OCRであり.ri‾†トきの英‾丈ノトグ〕.;)l川丈りも叶能である..

表2にこれJ)の機仲♂〕什様を′jミす｡

fil‡二き丈′テニをこ洗ぃみ耽るOCRは心輔｢什iをJユニげるために汁L哨

什に屯･.1.】二がぶかれておI),_l二丁言亡OCRでは極力制限の少ない

‾史′テニを読み取ることをf榊J上に一言∫よ.純ノJJじがl凋発され,図川に/+七

すような′i･:休を標畔と している｡

図11にH-89590CRク),図12にH-8257/H-89570CRc7)外

勧乙を′+ミす._､

3.3 アプリケーション

OCRグ〕アプリケーションとLては､ターン アラウンド仁七

渋の流1仕りとデー一夕 ギャザリング･とに人別できる｡H-8959,

H-8257/H-89570CRは‾｢.‾I芋き丈ざj,ニグ).涜刈支りと,1涜レち取るり火

一三?その【1巾性のIjこさという桔1二三を_†+二かして,従来の単純乙･ター
ン アラウンド処珊だけでな･く,綿即紫稚,尤卜処f【tと,什人

瓜

′誠¶…

､●1

帝軸夢､"
､-､溺 ._+___

巌二二=,- ∧

芸近東岳職掌警

図I】 H-8959形光学文字読取機 小形汎用のOCRであり,読取り結

果を石造気テープに出力する､_,紙テープに出力するモデルも用意されている(

彷組ご1

セミi粥

図】2 H-8257/H-8957形光学文字読取機 高速汎用のOCRで,H-

8257はコンピュータに直結してノ使用され,H-8957は盲読取結果を磁気テープ装置

に出力するオフラインOCRである｡

データ入力システム 797

表2 H-8959,H-8257/H-8957形OCRの仕様

H-8257/H-8957形はH-8959形の上位機種であり10倍以上の処理能力をもつ｡

妄＼古＼竺プ H 8 9 5 9 1 H-8257/H-8957

!最大:36枚/分

読 取 速 度l手書き文字:50字/秒
1活 字:100字/秒

最 大:400枚/分

手書き文字500字/秒

)舌 字:,′000字/`秒

読 取 行 数
手書き:最大 25行/枚 手書き:最大28行′/枚

ン舌 字:最大29行/枚 )苗字:最大34行/枚

手書き:最大40文字/行
行当た り文字数

手書き:最大 36文字/行

活 字:最大72文字/行 )舌字:最大78文字/行
l

手書き:数字,記号及び英

言売取文字

帳票寸法

手書き:数字,記号

)古 宇:数字及び英文字 文字

(OCR-A,Bフォント)
ン古宇:数字及び英文字

(OCR-A.Bフォント)

長 さ:I45～300mm 長 さ:95～305nlnl

幅 :95～220ml¶ 幅 :75～220mnl

厚 さ‥0･ト0･18mm ;厚 さ:0･ト0･18mm

(了0､-135kg紙)l (70～135kg紙)

手書き わ 〈 寸～去
縦 :6～8mm 縦 :6～8nlT†1

横 :4.5～61¶m 横 :4.5～6nlm

ホッパ,スタッカ

インプット ホッパ: l インプット ホッパ:

l個500枚.=回l,000枚(つぎ足し可)

スタッカ:2個各500枚:スタッカ:3個800枚

力

イ寸 加 機 構

紙テープ:+lS又は

EBICDIKコード

磁気テープ:l.600BPl

計算機直結:HITAC8000

シリーズ

石姦気テープ

l.OCR-A/B英文字読取り

2,マルチ フォント数字読

取り

3.ディスプレイ キーボー

ド寸渡橋

4.ナンバリング機構

l′600BPl

l.OCR-A/日英文字盲読取り

2.マルチ フォント数字読

取り

3.手書き英文字読取り

4,/ヾソテ憺正機構

5.ホッパ容量拡張機構

6.ナンバリング機構

7.マーク読取機構

(納入)処+=幣などグ〕f∠モー渋棉をれ接ご;･ノ【己こみ似るケースが多い(

(1)クーーン アラウンド処珊の例

クーーン1フラウント処一叩は, 一帖帥Jに人ど‡呈二のデータが災1いす

るょうな羊蹄グ)処+二【巨に般も効リミを表わL,′【に九 か､ス,水泊

などの料令朋与三業‾稚にJユこく汁ノ之Lている｡図13はH-8257のi■.∫Jj

｢ニ システム

督促状

■■■■■■■■■l 卜‾‾

】 ｢‾‾■

lH_82土｡｡｡｢レ宗
■

(OCR

L･-1-･
領収清適知者

＼

県 庁

金 融機 関

郵 送

Bフォン

■ ■l ] 刊=‖山V
納 税 者

蓼′
図13 税金収納処‡里の例 納税通知書が金融機関を通じて回収され,こ

れをOCRで読取りマスタ ファイルの消込みを行なう｡
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店 舗

納 品 書

､
-
､

分納な

ど手書

き修正

送

､

注

補充申請

､
-
､

部

H 8450 システム

I
H-8257 0CR

､

店舗納品 流通センター

納

[凶指庫
山山

蕃

､
晶

仕 入 先(A)

ビリングマシン

l
納品書発行(OCR用)

セ

(B)

手書き納品書発行

分納など

手書き修正

辿ち･処J晰巨ノJを利川Lた地んイl汀丁休における税別丈納処州の

例であり,ヒーーク帖には10ノバ丈/と!グ)データを処Jlリノている.｡

(2)デーータ ギャザりンク､､グ‾)例

デーーーク ギャザリングノ〕域†ナ,レミーtアミ雅子‾+一▲溺拷で起で=一たり;(始

f∠こ実は,l叫在OCRに.読ふ1l二丈ノブれるしノ 起渋のノ/法とLてはタ

イプライタやどリング､マシンに(よる場†ナと,起1Iモボ･が巾才引エ二

三料二Tit‡き文′j;:でう言上人する場でトヒかあるが,け=勺ではFiiJれよ

りも子安話のケースが多し､√_､図14心允j嘘某において納ん】.処J二町二

利川されている例で,小形のH-89590CRの場†ナには,二主ミ焚

なノ.7i細,又は流姐センターーごとにOCRを.設置Lて処Jl【与する

分l■枚処即ノナノ〔か,圭た､-1t占油のH-82570CR(7)均†㌻にほ,本

り=ニリ三めて-一打処即するり三rい処J二Ilリ∴ぺがとノブれている.._,挺ユl･ミ

論文

図14 納品処理の例

発7主及び納品の形態は幾つ

かあるが,本国はその代表

的な形態を表わLたもので

ある｡

する什入れ先の放としては約650祉を対範にLている｡

□ 結 言

チータ人プJc7)分江!ナは,オンライン化のノブrrりとt仁り妾人力,新

しいキー入力の 二つ〝)ノノ山に分かれつつあるが,由i†者は端末

機汁ニ‡のウナ即とオー-バラリブする｡本稿は,残り∴者について

始ら抑LいIIJ二製作所の機才岸について紹介したが､午後ます

圭す多様化する安求にこたえるため,什様の充実,機能拡リ1ミ

が子j二なわれるであろう()キーー入力機音詩では前処月旦を行なうた

めのインテリジェント化,顧布の要求に†ナわせた刊f]機器化

が々■えノJれる｡OCRの分野では,読取率の向卜,低価格と

いうirIfで政淳が行なわれるものと思われる｡

3電極方式単管カラーカメラ

日立製作所;工藤良純･佐藤和弘,他4名

テレビジョン 29-6,480(昭50-6)

単一･桝像管を川いたカラーカメラは,周

波数ウナ馳,仕付分敵方∫(を■トL､にLて研究,

l消発が進められてきたが,色の一一様作､ダ

イナミリク レンゾ,ノ左1立件ち･ビク〕才十性に問

題があった｡･ノノー,糾ユニ(色ごとに独､■′′二した

仁i号櫨枇をもつ3ては紆ノブ土(は,二れらの問

題を原理的に解決できるために用想的な単

符カラーカメラの形態とろ`えごっれてきたが,

一夫梢例はない｡軍刀▲ノ)は3`■に枇符フエー一久

プレー1ト,カメラの.i設計一法を確+ンニL,j亘

イト草しい発展をとげた微細加工托術を駈他

することで3`正純方式カメラを大幅に`大輔

に近づけた｡

3`【一己樅管の特徴はストライプ状に分1刊さ

れた信号ー盲耗｢iりの掛‾富谷量である｡Lapla-

ceの方和式を電了･計算機で解いた紆取 捌

えば648本のfJ号うE紳卓を1インチ管に形成

し,信号屯縦幅を12/∠皿にする均でナには約

120pFの静′-琶答遺が存在するrJ

3`7‾に柄ノブ式カメラでは†‾.i号`iに栴r†り静`.に有

毒により,†言号成分がクロストークをヲ己Jl二

するほか､フ■‥アンプ､の推

加する.3`■に松竹とプりアンプ外字イ耐｢】柑各

を解析した結一札 プ=アン7甘)入ブJインヒ

ーダンスを低く選べばクロスト=クは,域少

するが,雉.ての州仙柑_聖は多し､二とが■l三り叫

L/こ｡ニれ_よl),色†r言ぢ一グ)クロストークが

許容できる枝川でブりアンプ‾■の人力インヒ

ーダンス与なるべく拓く選ぶことが,S/N

比を縞く とれることになる`‥,なお,嘩呟仁子

号の推.ヤは,3仰の‾7‾り7ン7■‾J=力を等一誌

加号TLたものを輝性イJぢ･にすれば,イうi号ノiE

柾f…り掃て‾E石墨の宗き幣はないことも判明した｡

色信号のクロストークは,抵′/主体の輪郭

部に色のにじみを党′卜するく､3背式カメラ

から和られるイ‾.言号に人称†勺にクロストーク

を発生させ,視覚的に許容できるクロスト

ーーク違を得た｡二れは､クロストークを抵

抗と櫛ノ正答量の一一次紙†ナ[L舶各で発′卜きせる

均†ナには,時正数とLて150pF･knに州当

する⊂.

3`■に樅ガ⊥〈においてクロストーク呈を1立

めるグ)は,†バリノ■に附仙恥江ノ汚一貫,7りリアン

プの人力インヒーダンス放びイ.言サi‾に純の祇

杭である｡二れらを含む3′iに棒管,70リア

ンフの周波数村仲を`心J′▲計尉筏で解き,色

信号クロストークを許芥できる特定数亡】f11

当するプリアンプ入力インピーダンスとイ.;

号ノ■一に板紙抗のト娃J係を求めた｡イ了言サ.=は続紙杭

が低いほどプリアンプ人力インピ【ダンス

は痛く選べるが,ある柑空抵抗怖が帆〈な

るとこの傾lム=よ飽和する｡

以上の検討の結一札 イ;て号′;‾E桓抑j静`■一に答巌

120pF,信号花柄比杭100kn/本,プリアン

プ入力インピーダンス1knなどの克之適Li貨言l

伯を得た｡

二れらの値に鵜づき3電極管,カメラを

試作した｡色の一一様性,ダイナミック レン

しては3管式並みの性能が

柑られた｡二れは周波数分離方式カメラと

比較すると2～3イ.ヤの性能向上に匹敵する｡

重た,イ了言号処稚が簡単なために,粍儒可能

な不1.り空の′ト形カメラを実_呪できた｡,
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